
議会だより 
��月定例会 No.175平成21年2月1日 

発行：愛知県大口町議会 

穏やかに晴れ渡った師走の空の下、保育園合同も
ちつき大会が１２月１３日、役場の駐車場で行われま
した。ヨイショ、ヨイショの掛け声に、みんなで
交代しながら力いっぱい杵を振り下ろしました。 
親話会の皆さん、1月に成人式を迎えるお兄さんた
ちに手助けしてもらい、楽しい1日を過ごしました。 

保育園合同もちつき大会 
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１２月定例会は3日から１８日までの１６日間の会期で
開かれました。 
町長から部設置条例の全部改正のほか１０議案、議
員からは意見書の提出を求める4議案が提出されま
した。 
採決の結果、税条例の一部改正は賛成多数で可決、
他の議案はいずれも全員賛成で可決しました。 
一般質問では9人が、町政全般にわたり質問をし
ました。 

「第6次総合計画で掲げるまちの将来像
を実現するには、行政の仕組みを時代に
適した形に見直す必要がある。これまで
ご不便をお掛けした点も可能な限り改善
し、住民の方が使いやすい組織にするよ
う取り組んだ」との説明です。 
無駄を省くことは大切なことです。しか
し、もっと大切なことは住民サービスを
向上させることです。 
議会は議会として、しっかり見極めてい
きたいと思います。 
※案内標示板はイメージです。 



出 議 

職員を前に退任のあいさつをする副町長 
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部 
設
置
条
例
の
改
正
は
、

役
場
の
組
織
体
制
を

地
域
協
働
部
、
健
康
福
祉
部
、

建
設
部
、
総
務
部
の
4
部
体

制
に
再
編
す
る
も
の
で
す
。
 

議
員
か
ら
活
発
な
質
疑
、

さ
ま
ざ
ま
な
指
摘
も
あ
り
ま

し
た
が
、
採
決
の
結
果
、
原

案
ど
お
り
全
員
賛
成
で
可
決

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
組
織
改
革
は
第
6
次

総
合
計
画
に
掲
げ
る
「
意
識
」

「
組
織
」
「
財
政
」
の
改
革

の
一
つ
で
、
縦
割
り
の
弊
害

を
減
ら
し
た
効
率
的
な
組
織

へ
の
再
編
と
、
公
共
を
担
う

団
体
へ
の
支
援
を
目
指
す
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
 

実
施
は
今
年
4
月
1
日
か

ら
で
す
。
 

 

人
町
民
税
の
納
期
前

納
付
報
奨
金
（
前
納

報
奨
金
）
を
段
階
的
に
引
き

下
げ
、
平
成
２３
年
度
か
ら
廃

止
す
る
議
案
を
賛
成
多
数
（
賛

成
１１
反
対
3
）
で
可
決
し
ま

し
た
。
 

前
納
報
奨
金
は
財
政
の
基

盤
強
化
の
た
め
、
税
収
の
早

期
確
保
や
滞
納
の
防
止
を
目

的
に
創
設
さ
れ
た
制
度
で
す
。
 

し
か
し
、
近
年
の
金
利
情

勢
や
普
通
徴
収
（
年
間
の
町

民
税
を
4
回
に
分
け
て
支
払

う
方
法
）
だ
け
に
適
用
さ
れ

る
こ
と
、
制
度
創
設
当
初
の

目
的
が
あ
る
程
度
達
成
さ
れ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
全
国
的

に
も
廃
止
す
る
市
町
村
が
増

え
て
い
ま
し
た
。
 

改
正
は
下
表
の
通
り
。
 

な
お
、
固
定
資
産
税
の
前

納
報
奨
金
は
現
行
通
り
継
続

さ
れ
ま
す
。
 

個 新年あけましておめでとうございます。 
年頭に当たり、町議会を代表して一言ごあいさ

つを申し上げます。 
平素は皆様から温かいご支援を賜り、心から厚

くお礼申し上げます。 
さて、アメリカの金融危機がもたらした世界同

時不況は、日本経済にも大きな影を落としていま
す。大口町の法人町民税の予算は、２０年度１５億 
３８００万円に対し、２１年度は8億円弱になるのでは
ないかと推測されています。相当規模の緊縮予算
となることは明らかであります。我々議会も町当
局と一体となって、この難局に立ち向かっていか
ねばなりません。 
「一年の計は元旦にあり」と申します。新年を

契機に、議員一同が心新たに安心して暮らせるま
ちの実現を目指して、誠心誠意努力する決意を固
めたところです。これまで以上に、ご指導ご鞭撻
をお願い申し上げるとともに、皆様のますますの
ご健勝とご多幸をお祈り申し上げ、新年のごあい
さつといたします。 

議  長　　　 田 正 輝 
年頭のごあいさつ 年頭のごあいさつ 

 

現　行 

２１年度 

２２年度 

２３年度 

交付率 

０.５% 

０.３% 

０.１% 

-

限度額 

5万円 

3万円 

1万円 

-

前納報奨金を算出するための 
年度別基礎数値 

産
育
児
一
時
金
を
３５

万
円
か
ら
３８
万
円
に

変
更
す
る
国
民
健
康
保
険
税

の
改
正
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
 

こ
の
改
正
は
、
普
通
の
出

産
で
医
師
な
ど
の
過
失
が
な

い
の
に
重
度
の
脳
性
ま
ひ
の

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
場
合
、

補
償
金
と
し
て
3
0
0
0
万

円
支
払
わ
れ
る
産
科
医
療
補

償
制
度
が
、
1
月
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。
 

医
療
機
関
が
民
間
保
険
会

社
に
負
担
す
る
保
険
料
の
3

万
円
は
出
産
に
か
か
る
費
用

に
加
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
そ
の
金
額
分
を
補
て

ん
す
る
目
的
で
す
。
 

 

員
提
出
議
案
と
し
て
、

国
な
ど
に
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
議
案
が
4
件

あ
り
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成

で
可
決
し
ま
し
た
。
可
決
し

た
意
見
書
は
次
の
通
り
。
 

①
　
長
寿
医
療
制
度
（
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
）
の
見
直

し
を
求
め
る
意
見
書
 

②
　
年
金
・
生
活
保
護
・
児

童
扶
養
手
当
な
ど
を
物
価
高

騰
に
合
わ
せ
て
引
き
上
げ
る

意
見
書
 

③
　
直
轄
の
社
会
資
本
整
備

及
び
地
方
支
分
部
局
の
見
直

し
に
関
す
る
意
見
書
 

④
　
不
安
定
雇
用
の
解
消
を

求
め
る
意
見
書
 

 

町
長
社
本
一
裕
氏
の

任
期
が
１２
月
２１
日
で

満
了
に
な
る
こ
と
か
ら
、
今

定
例
会
に
は
副
町
長
の
人
事

案
件
が
提
出
さ
れ
る
予
定
で

し
た
。
 

し
か
し
、
最
終
日
ま
で
に

議
会
に
提
案
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
の
で
、
任
期
満
了

の
ま
ま
退
任
と
な
り
ま
し
た
。
 

し
た
が
っ
て
、
現
在
は
副

町
長
不
在
と
い
う
事
態
に
な

っ
て
い
ま
す
。
 

副 
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町 民 安 全 課  

環 境 課  

地 域 振 興 課  

戸 籍 保 険 課  

福 祉こども課  

健康生きがい課 

建 設 農 政 課  

都 市 整 備 課  

行 政 課  

税 務 課  

政 策 推 進 課  

地 域 協 働 部  
（まちづくり推進部門） 

健 康 福 祉 部  
（福祉部門） 

建 設 部  
（建設部門） 

総 務 部  
（総務部門） 

新しい組織体制 

　
組
織
改
革
で
す
べ
て
が

解
決
す
る
も
の
で
は
な
い
。

行
政
評
価
、
人
事
評
価
に
よ

っ
て
意
識
の
改
革
を
高
め
、

一
体
と
な
っ
て
初
め
て
発
揮

さ
れ
る
。
 

限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
の
中

で
、
今
で
き
る
こ
と
を
最
大

限
取
り
入
れ
た
改
革
で
あ
る
。
 

　
課
の
名
称
が
な
く
な
る

な
ど
、
こ
れ
ほ
ど
の
機
構
改

革
を
す
れ
ば
混
乱
は
必
至
。

役
場
の
玄
関
先
に
案
内
係
を

設
置
す
る
な
ど
、
手
落
ち
の

な
い
案
内
を
。
 

ま
た
、
こ
の
改
革
に
よ
っ

て
不
具
合
が
出
た
場
合
の
対

処
は
。
 

　
施
行
ま
で
の
3
か
月
間

に
広
報
等
で
周
知
に
努
め
る
。

各
窓
口
に
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
置
き
た
い
。
 

不
具
合
が
生
じ
た
場
合
は
、

規
則
等
を
改
正
し
て
、
組
織

や
所
管
事
務
の
見
直
し
も
検

討
す
る
。
 

□
　
こ
の
改
革
で
縦
割
り
の
 

弊
害
は
な
く
な
る
の
か
。
 

答 □ 問 □ 

答 □ 

問 

  　
環
境
経
済
課
が
所
管
す

る
農
政
部
門
は
建
設
部
に
、

商
工
部
門
は
地
域
協
働
部
に

分
離
さ
れ
る
。
 

地
域
経
済
の
振
興
と
い
う

面
か
ら
、
同
じ
部
の
一
つ
の

課
が
望
ま
し
い
。
 

　
農
政
は
農
地
転
用
等
の

関
係
が
あ
る
の
で
、
建
設
部

の
方
が
来
庁
者
の
利
便
性
は

高
い
。
 

商
工
は
地
域
の
振
興
と
い

う
目
的
で
地
域
協
働
部
（
ま

ち
づ
く
り
推
進
部
門
）
に
し

た
い
。
 

環
境
経
済
課
は
農
政
、
商

工
、
環
境
を
担
当
し
て
い
る
。

所
管
す
る
事
務
が
多
く
、
他

の
課
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で

の
視
点
を
変
え
た
別
の
組
み

合
わ
せ
を
考
え
た
。
 

  　
政
策
推
進
・
人
事
・
財

政
を
一
つ
の
課
で
一
元
的
に

管
理
す
る
計
画
で
あ
る
。
 

行
き
過
ぎ
を
け
ん
制
す
る

意
味
で
も
、
課
を
分
離
す
べ

き
で
は
。
 

　
第
6
次
総
合
計
画
に
掲

げ
る
三
つ
の
改
革
「
意
識
」

「
組
織
」
「
財
政
」
を
進
め

る
上
で
、
個
別
に
動
い
て
い

て
は
効
果
が
少
な
い
こ
と
か

ら
、
一
つ
の
課
に
統
合
す
る
。
 

  　
１８
年
6
月
議
会
で
の
改

正
案
と
同
様
、
下
水
道
課
を

な
く
す
計
画
。
ま
だ
下
水
道

が
引
か
れ
て
い
な
い
地
区
も

あ
る
。
 

統
合
に
至
る
考
え
方
と
、

今
後
の
方
針
を
示
し
て
も
ら

い
た
い
。
 

　
下
水
道
の
整
備
率
は
２１

年
4
月
に
は
７０
％
を
超
え
、

大
ま
か
な
整
備
は
完
了
す
る
。

使
用
料
の
徴
収
は
丹
羽
広
域

事
務
組
合
に
委
託
し
て
お
り
、

事
務
量
は
減
少
し
て
い
る
。

他
の
課
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
見

て
都
市
整
備
課
に
統
合
す
る
。
 

上
小
口
三
丁
目
の
集
落
は

認
可
区
域
に
入
っ
て
い
る
の

で
、
２３
年
度
ま
で
に
面
整
備

す
る
。
現
計
画
の
期
限
が
満

了
す
る
前
に
計
画
変
更
を
行

っ
て
、
認
可
区
域
の
拡
大
を

図
り
た
い
。
 

 

  　
子
ど
も
会
の
担
当
は
地

域
振
興
課
の
ま
ま
。
以
前
の

よ
う
に
教
育
部
の
生
涯
学
習

課
に
あ
っ
た
方
が
、
子
ど
も

の
教
育
と
い
う
点
で
ふ
さ
わ

し
い
の
で
は
。
 

　
地
域
振
興
課
の
役
割
は

団
体
の
支
援
・
育
成
・
協
働

で
あ
る
の
で
、
今
ま
で
通
り

と
し
た
い
。
 

生
涯
学
習
課
と
も
十
分
連

携
を
図
っ
て
い
る
の
で
、
問

題
は
な
い
。
 

　
福
祉
課
・
こ
ど
も
課
・

健
康
課
の
3
課
は
、
福
祉
こ

ど
も
課
、
健
康
生
き
が
い
課

の
2
つ
に
再
編
さ
れ
る
。
 

所
管
す
る
範
囲
が
広
く
な

り
、
負
担
が
重
く
な
り
す
ぎ

な
い
か
。
 

　
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も

に
早
期
の
段
階
か
ら
継
続
し

た
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
、

福
祉
課
の
障
が
い
グ
ル
ー
プ

と
こ
ど
も
課
を
一
つ
に
す
る
。
 

健
康
生
き
が
い
課
は
、
介

護
予
防
、
介
護
支
援
と
い
う

観
点
で
課
を
ま
と
め
た
。
 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 答 □ 問 □ 

問 □ 

答 □ 



問 □ 答 □ 問 □ 問 □ 答 □ 
答 □ 
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１２月議会に上程された議案の中から主

な質疑、賛成・反対の討論が繰り広げ

られたものを要約してお知らせします。 

普
通
徴
収

普
通
徴
収
の
個
人
町
民
税

の
個
人
町
民
税 

前
納
報
奨
金
は
段
階
的
廃
止

前
納
報
奨
金
は
段
階
的
廃
止 

普
通
徴
収
の
個
人
町
民
税 

前
納
報
奨
金
は
段
階
的
廃
止 

　
前
納
報
奨
金
の
段
階
的

廃
止
で
支
出
を
い
く
ら
減
ら

せ
る
の
か
。
 

　
２０
年
度
の
前
納
報
奨
金

の
実
績
は
2
1
9
1
件
、

6
3
2
万
円
。
こ
の
実
績
か

ら
推
計
す
る
と
1
年
ご
と
に

2
5
0
万
円
の
削
減
に
な
る
。
 

　
前
納
し
た
方
が
有
利
に

な
る
か
ら
2
0
0
0
人
以
上

が
前
納
し
て
い
る
。
 

低
金
利
の
時
代
だ
か
ら
こ

そ
、
住
民
の
気
持
ち
を
考
え

て
続
け
る
べ
き
だ
。
 

　
同
じ
住
民
税
で
も
特
別

徴
収
（
給
料
か
ら
天
引
き
）

の
人
に
は
前
納
報
奨
金
は
適

用
さ
れ
な
い
。
不
公
平
感
の

是
正
が
主
た
る
目
的
で
あ
る
。
 

　
昨
今
の
経
済
状
況
か
ら

み
れ
ば
実
施
時
期
が
悪
す
ぎ

る
。
開
始
時
期
を
先
送
り
す

る
な
ど
の
柔
軟
な
対
応
は
で

き
な
い
か
。
 

　
集
中
改
革
プ
ラ
ン
で
計

画
し
た
年
次
よ
り
実
施
を
1

年
遅
ら
せ
、
し
か
も
段
階
的

廃
止
に
と
ど
め
た
。
 

こ
れ
ま
で
の
制
度
を
全
庁

的
に
見
直
さ
な
け
れ
ば
、
新

し
い
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
て

い
け
な
い
。
 

大
口
町
の
行
財
政
、
他
の

税
と
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
ト

ー
タ
ル
的
に
判
断
し
て
提
案

し
て
い
る
。
 

反
対
討
論
 田

中
一
成
議
員
 

　
不
公
平
だ
か
ら
前
納
報
奨

金
を
や
め
よ
と
い
う
声
な
ど

聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
廃
止

の
根
拠
が
不
明
。
 

　
少
し
で
も
税
金
を
節
約
し

た
い
と
い
う
住
民
の
思
い
や
、

早
く
納
め
れ
ば
自
治
体
の
財

政
に
も
貢
献
で
き
る
と
い
う

こ
の
制
度
の
廃
止
は
、
今
の

社
会
情
勢
か
ら
み
て
も
容
認

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
 

賛
成
討
論
 

　
丹
羽
　
勉
議
員
 

　
前
納
報
奨
金
は
納
税
意
識

の
高
揚
を
目
的
と
し
た
制
度
。

制
度
創
設
か
ら
５７
年
が
経
過

し
、
所
期
の
目
的
は
達
成
さ

れ
た
。
ま
た
、
特
別
徴
収
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
は
適
用
が

な
く
、
不
公
平
。
 

　
景
気
低
迷
の
こ
の
時
期
に

配
慮
し
、
段
階
的
に
廃
止
す

る
な
ど
、
町
民
の
心
情
に
配

慮
し
た
改
正
で
あ
る
。
 

　
中
学
校
の
校
歌
作
成
委

託
料
2
5
0
万
円
の
全
額
を

減
額
す
る
理
由
は
何
か
。
 

　
作
詞
を
依
頼
し
た
方
か

ら
、
年
度
内
に
は
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
的
に
無
理
と
の
返
事
が

あ
っ
た
。
 

２１
年
度
の
当
初
予
算
に
再

び
同
額
を
計
上
す
る
。
 

　
統
合
し
て
初
め
て
の
卒

業
式
が
3
月
に
行
わ
れ
る
。

ど
う
す
る
つ
も
り
か
。
 

　
校
歌
を
歌
う
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
生
徒
が
胸
を
張

っ
て
、
誇
り
を
持
っ
て
卒
業

し
て
い
け
る
卒
業
式
に
な
る

よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
。
 

　
堀
尾
橋
の
工
事
費
が

1
0
0
0
万
円
も
減
額
に
な

る
。
当
初
予
算
の
２５
％
に
相

当
す
る
。
ど
う
い
う
理
由
か
。
 

　
当
初
の
設
計
で
は
土
留

め
を
し
て
掘
削
す
る
予
定
だ

っ
た
が
、
南
部
水
源
を
管
理

す
る
丹
羽
広
域
事
務
組
合
と

の
協
議
の
中
で
、
土
留
工
は

や
め
て
ほ
し
い
と
い
う
要
請

が
あ
っ
た
。
 

そ
の
た
め
、
土
留
工
を
や

め
て
開
削
に
変
更
し
た
の
で

減
額
に
な
っ
た
。
 

校歌はどうなる 

大口中学校 

1000万円の減額 

堀尾橋工事 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 

採
決
採
決
の
結
果
、

結
果
、
可
決
可
決
 

（
賛
成

（
賛
成
１１
、
反
対
反
対
３
） 

採
決
の
結
果
、
可
決
 

（
賛
成
１１
、
反
対
３
） 



 

せ
ん
 て
い
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１２月定例会の一般質問は 
9人が質問しました。 

一
般
質
問 

ここ
が聞きたい!

町政を問う 町政を問う 町政を問う 町政を問う 

世
界
的
な
景
気
悪

化
で
自
治
体
財
政

に
大
き
な
影
響
が
出
る
こ
と

が
報
道
さ
れ
て
い
る
。
町
内

に
本
社
や
工
場
を
持
つ
企
業

も
、
業
績
予
想
を
大
幅
に
下

方
修
正
し
て
い
る
。
そ
こ
で

法
人
町
民
税
の
税
収
に
つ
い

て
質
問
す
る
。
 

①
　
２０
年
度
の
法
人
町
民
税

の
予
算
は
１５
億
3
8
6
6
万

円
で
あ
る
。
現
時
点
の
歳
入

額
と
決
算
見
込
み
は
。
 

②
　
２１
年
度
の
法
人
町
民
税

の
予
算
額
は
ど
れ
く
ら
い
に

な
る
か
。
 

①
　
１１
月
末

現
在
の
歳
入

額
は
約
１０
億
7
7
0
0
万
円
、

予
算
額
の
７０
％
ほ
ど
に
な
っ

て
い
る
。
 

　
お
お
む
ね
、
予
算
額
通
り

の
歳
入
は
見
込
め
る
と
予
測

し
て
い
る
。
 

②
　
企
業
訪
問
し
て
状
況
を

確
認
し
た
結
果
、
8
億
円
弱

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
 

　
１９
年
度
決
算
の
２２
億
円
か

ら
一
転
し
、
普
通
交
付
税
が

不
交
付
と
な
っ
て
以
来
、
過

去
最
低
レ
ベ
ル
の
財
政
状
況

に
な
る
。
 来

年
度
の
予
算
は

厳
し
い
も
の
に
な

る
が
、
行
政
コ
ス
ト
の
削
減

に
取
り
組
み
、
財
政
に
蓄
え

を
し
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。
 

　
今
後
も
コ
ス
ト
削
減
を
図

り
つ
つ
、
集
中
と
選
択
で
行

政
運
営
を
し
て
い
き
た
い
。
 

 

3
年
間
で
焼
却
ご

み
を
２０
％
削
減
す

る
「
焼
却
ご
み
減
量
宣
言
（
平

成
１７
年
１１
月
２６
日
）
」
が
採

択
さ
れ
、
そ
の
目
標
年
が
近

づ
い
て
い
る
。
焼
却
ご
み
の

量
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
 

基
準
と

な
る
１６

年
度
が
6
0
2
8
ト
ン
、
２０

年
度
見
込
み
は
5
5
0
0
ト

ン
。
8
・
7
％
の
減
に
な
る
。
 

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
や
有
機
資
源

（
剪
定
枝
）
集
積
所
の
開
設
、

ス
タ
ン
プ
制
の
実
施
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
行
わ
れ

た
。
ご
み
減
量
に
向
け
た
努

力
は
大
い
に
認
め
る
が
、
２０

％
に
は
程
遠
い
。
こ
の
結
果

を
ど
う
考
え
る
か
。
 ご

み
の

減
量
は

日
々
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
て

こ
そ
達
成
で
き
る
も
の
。
ご

み
減
量
の
諸
施
策
に
お
い
て

も
、
計
画
・
実
施
・
評
価
・

改
善
の
サ
イ
ク
ル
で
、
現
状

を
評
価
し
、
改
善
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。
 

土田　進議員  

土
田 

町
長 

総
務
部
長 

土
田 

土
田 

環
境
建
設
部
長 

環
境
建
設
部
長 

大盛況の剪定枝集積所。２０年度の委託料
は７００万円を超えると予測される。 



丹羽　勉議員 

丹
羽 

環
境
建
設
部
長 

環
境
建
設
部
長 

丹
羽 

一
　
般 

質
　
問 

丹

羽

　

勉

議

員

 

丹
羽 

総
務
部
長 
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組
織
機
構
改
革
に

よ
っ
て
課
の
名
称

が
な
く
な
る
下
水
道
課
は
、

一
定
の
使
命
を
果
た
し
た
部

署
と
言
え
る
。
都
市
整
備
課

の
中
で
仕
事
は
続
け
ら
れ
る

と
し
て
も
、
下
水
道
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
地
域
の
人
か

ら
み
れ
ば
、
も
う
終
わ
っ
て

し
ま
っ
た
の
か
と
不
安
に
な

る
は
ず
。
 

　
地
区
説
明
会
を
開
い
て
、

面
整
備
の
状
況
や
今
後
の
計

画
な
ど
を
関
係
者
に
発
信
し

て
い
く
考
え
は
な
い
か
。
 

毎
年
広

報
で
下

水
道
工
事
の
計
画
が
分
か
る

よ
う
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。
 

　
現
在
未
整
備
と
な
っ
て
い

る
上
小
口
・
河
北
地
区
に
つ

い
て
は
、
事
業
認
可
が
得
ら

れ
次
第
、
広
報
等
で
発
信
し

て
い
く
。
 個

別
に
配
っ
た
も

の
な
ら
ま
だ
し
も
、

広
報
の
よ
う
に
画
一
的
に
配

布
さ
れ
る
も
の
は
な
か
な
か

読
ま
れ
な
い
。
 

　
少
な
く
と
も
該
当
の
地
区

の
住
民
に
は
、
計
画
段
階
な

ら
計
画
段
階
と
し
て
説
明
会

を
行
う
べ
き
で
は
。
 

事
業
を

進
め
て

い
く
考
え
は
持
っ
て
い
る
が
、

認
可
が
確
定
し
て
い
な
い
段

階
で
説
明
会
を
開
く
こ
と
は

い
か
が
な
も
の
か
と
思
う
。
 

こ
の
組
織
機
構
案

を
作
成
し
た
第
6

次
総
合
計
画
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
政
策
推
進
課
に
引
き

継
が
れ
る
。
そ
の
政
策
推
進

課
で
こ
の
組
織
機
構
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
こ
と
は
手
前
み
そ

に
な
っ
て
し
ま
う
。
運
用
し

て
い
く
過
程
で
不
都
合
な
点

が
出
て
き
た
と
き
、
そ
れ
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
別
の
組
織
も

必
要
。
政
策
推
進
課
と
は
別

の
組
織
で
、
柔
軟
な
運
用
が

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
考
え
は
。
 

こ
の
組
織
機

構
の
検
証
は

政
策
推
進
課
が
事
務
局
と
な

る
。
 

　
広
く
職
員
か
ら
意
見
を
聞

き
、
行
政
経
営
会
議
で
の
議

論
な
ど
を
通
じ
て
、
よ
り
住

民
の
方
に
受
け
入
れ
ら
れ
る

組
織
に
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。
 

　
検
証
を
行
う
必
要
性
は
感

じ
て
い
る
が
、
別
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
等
の
組
織
の
設
置
は

考
え
て
い
な
い
。
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一
　
般 

質
　
問 

柘

植

　

満

議

員

 

地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
へ
の
完
全
移
行

ま
で
2
年
7
か
月
余
り
と
な

っ
た
。
総
務
省
は
低
所
得
者

へ
地
デ
ジ
対
応
チ
ュ
ー
ナ
ー

の
無
償
配
布
を
柱
と
す
る
「
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
総
合

対
策
」
を
ま
と
め
た
。
 

①
　
推
進
対
策
で
は
、
高
齢

者
や
障
が
い
者
を
対
象
と
し

た
受
信
説
明
会
の
実
施
を
掲

げ
て
い
る
。
本
町
で
は
ど
う

取
り
組
む
か
。
 

②
　
経
済
弱
者
へ
の
支
援
策

と
し
て
受
信
機
器
の
購
入
に

助
成
す
る
考
え
は
な
い
か
。
 

③
　
地
デ
ジ
対
応
へ
の
移
行

に
伴
い
、
言
葉
巧
み
に
工
事

費
を
振
り
込
ま
せ
る
な
ど
の

詐
欺
事
件
が
起
き
て
い
る
。
 

　
住
民
へ
の
周
知
は
。
 

④
　
大
量
廃
棄
が
予
想
さ
れ

る
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
の
リ
サ

イ
ク
ル
対
策
は
。
 

①
　
高
齢
者

教
室
で
の
説

明
や
、
高
齢
者
と
接
す
る
機

会
の
多
い
民
生
委
員
さ
ん
な

ど
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

き
め
細
か
な
P
R
活
動
を
実

施
し
て
い
き
た
い
。
 

②
　
国
に
お
い
て
生
活
保
護

世
帯
、
市
町
村
民
税
非
課
税

の
障
が
い
者
世
帯
、
社
会
福

祉
施
設
の
入
居
者
に
対
し
、

専
用
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
料
支

給
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
 

　
市
場
価
格
の
情
勢
を
見
な

が
ら
、
町
独
自
の
支
援
策
を

判
断
し
た
い
。
 

③
　
広
報
紙
や
行
政
無
線
、

さ
ら
に
は
民
生
委
員
さ
ん
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
周
知
に

努
め
る
。
 

④
　
専
用
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
取

り
付
け
れ
ば
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ

ビ
で
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ

と
を
周
知
し
て
大
量
廃
棄
の

抑
制
に
努
め
る
。
 

 

女
性
サ
ポ
ー
ト
施

策
の
充
実
に
つ
い

て
聞
く
。
 

①
　
国
の
第
2
次
経
済
対
策

に
１４
回
分
の
妊
婦
健
診
の
無

料
化
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
本

町
は
現
在
7
回
分
が
無
料
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
の
取
り

組
み
は
。
 

②
　
女
性
が
身
近
な
場
で
多

角
的
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
予
防
接
種
や
治
療

歴
、
出
産
、
健
康
診
断
の
記

録
が
一
目
で
分
か
る
「
健
康

パ
ス
ポ
ー
ト
」
の
発
行
を
支

援
し
て
は
ど
う
か
。
 ①

　
国

の
財
政

措
置
期
間
が
２２
年
度
ま
で
の

2
年
間
で
あ
る
の
で
、
他
の

市
町
村
も
模
様
眺
め
と
い
っ

た
と
こ
ろ
。
 

　
7
回
の
増
加
を
試
算
す
る

と
1
1
4
0
万
円
か
か
る
。
 

　
す
べ
て
の
健
診
分
を
公
費

負
担
す
る
こ
と
が
子
育
て
支

援
に
と
っ
て
効
果
的
な
施
策

で
あ
る
の
か
を
含
め
、
慎
重

に
対
応
し
た
い
。
 

②
　
産
婦
人
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
方
面
で

配
布
・
販
売
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
。
 

　
自
分
の
健
康
を
守
る
に
は
、

健
診
結
果
な
ど
を
自
己
管
理

す
る
こ
と
が
大
切
。
健
康
相

談
や
健
康
教
育
な
ど
の
機
会

を
利
用
し
て
、
こ
う
し
た
も

の
も
紹
介
し
た
い
。
 

柘植　満議員 

柘
植 

健
康
福
祉
部
長 

柘
植 

総
務
部
長 

不法投棄は家電リサイクル法の違反。処
分するにはリサイクル料金としてテレビ
は２,８３５円、冷蔵庫は４,８３０円、エアコン
は３,１５０円、洗濯機は２,５２０円必要。 
処分は家電小売店または町の許可業者へ
依頼してください。 
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一
　
般 

質
　
問 

鈴

木

喜

博

議

員

 

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
町
長
の
ブ
ロ
グ
「
雑
感

（
１１
月
１２
日
）
」
に
よ
る
と
、

モ
ン
ス
タ
ー
・
ア
ッ
セ
ン
ブ

リ
ー
マ
ン
と
い
う
記
述
が
あ

る
。
そ
の
説
明
は
、
「
住
民

参
加
を
進
め
る
執
行
部
と
歩

調
が
取
れ
な
い
一
部
議
員
」

「
人
（
町
民
）
が
ま
ち
を
つ

く
る
時
代
に
、
仕
事
に
対
す

る
評
価
も
な
く
、
自
ら
の
権

力
を
誇
示
す
る
た
め
だ
け
に

動
く
議
員
」
と
あ
る
。
 

　
そ
れ
は
、
教
育
委
員
の
任

命
に
反
対
し
た
議
員
を
指
し

て
い
る
の
か
。
 

　
我
々
議
員
は
執
行
部
の
言

う
ま
ま
に
賛
成
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
か
。
 

こ
の
件
は
、
町
政

の
発
展
の
た
め
是
々

非
々
の
議
論
を
尽
く
し
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
願
い
を
込

め
た
も
の
で
あ
る
。
 

　
教
育
委
員
の
議
案
に
対
し

て
、
①
議
会
の
幹
部
3
人
が

議
案
否
決
の
見
込
み
か
ら
前

教
育
長
に
辞
任
を
働
き
か
け

た
。
こ
の
行
為
は
極
め
て
不

適
切
な
行
為
で
あ
り
、
情
報

公
開
や
説
明
責
任
か
ら
逸
脱

し
て
い
る
②
2
1
0
0
名
も

の
署
名
が
あ
り
な
が
ら
、
議

論
も
な
く
、
数
あ
り
き
で
否

決
し
た
③
否
決
理
由
は
中
学

校
建
設
工
事
に
係
る
も
の
。

そ
れ
は
当
時
議
会
も
認
め
た

は
ず
。
再
任
な
ら
話
は
別
だ

と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
採
決

前
に
議
会
と
し
て
調
査
・
審

査
す
べ
き
―
―
な
ど
の
あ
ま

り
に
不
可
解
な
議
会
の
行
動

が
あ
っ
た
。
 

　
私
に
は
ま
っ
た
く
理
解
で

き
な
い
出
来
事
で
あ
り
、
町

政
運
営
に
対
す
る
私
へ
の
不

信
任
で
あ
る
と
受
け
取
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
そ
う
い
っ
た

数
々
の
恐
怖
、
怒
り
と
も
言

え
る
気
持
ち
を
あ
え
て
「
モ

ン
ス
タ
ー
」
と
表
現
し
た
。
 

　
町
民
の
暮
ら
し
の
安
全
や

豊
か
さ
を
享
受
で
き
る
施
策

を
推
進
す
る
た
め
、
こ
の
議

場
で
見
え
ざ
る
力
「
モ
ン
ス

タ
ー
」
に
支
配
さ
れ
る
こ
と

な
く
議
論
し
、
そ
の
経
過
を

皆
さ
ん
に
公
表
し
、
さ
ら
な

る
発
展
を
実
現
し
た
い
も
の

で
あ
る
。
 

署
名
活
動
に
は
、

総
務
部
長
が
か
か

わ
っ
て
い
る
。
公
務
員
が
そ

の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
、
法

的
に
問
題
は
な
い
か
。
 

法
的
な
問
題

以
前
に
、
そ

の
よ
う
な
記
憶
は
全
く
な
い
。
 

 

こ
と
の
発
端
は
議

会
の
議
決
を
得
な

い
ま
ま
中
学
校
の
工
事
を
進

め
た
こ
と
に
あ
る
。
法
令
順

守
義
務
違
反
で
あ
り
、
こ
れ

こ
そ
町
民
に
対
す
る
背
任
行

為
で
あ
る
。
 

　
議
案
を
否
決
し
て
工
事
が

遅
延
す
れ
ば
多
大
な
迷
惑
を

及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
議
会

は
高
度
な
政
治
的
判
断
の
も

と
、
や
む
な
く
可
決
し
た
。
 

　
町
長
は
調
査
検
討
委
員
会

の
報
告
書
に
基
づ
き
、
副
町

長
、
教
育
長
を
は
じ
め
関
係

職
員
に
訓
告
の
処
分
を
行
っ

て
い
る
。
 

　
町
長
は
自
ら
の
責
任
に
つ

い
て
言
及
し
て
い
な
い
。
最

高
責
任
者
と
し
て
こ
の
報
告

書
は
妥
当
な
も
の
と
考
え
て

い
る
の
か
。
 

こ
の
調
査
の

目
的
は
原
因

を
明
ら
か
に
し
、
再
発
防
止

策
を
検
討
す
る
も
の
。
そ
の

中
で
は
、
教
育
部
が
一
体
と

な
っ
た
事
業
へ
の
取
り
組
み

の
不
十
分
さ
、
地
方
公
務
員

法
第
３２
条
に
規
定
す
る
法
令

等
に
従
う
義
務
違
反
に
対
す

る
処
分
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
結
ん
で
い
る
。
 

鈴木喜博議員 

鈴
木 

町
長 

鈴
木 

鈴
木 

総
務
部
長 

総
務
部
長 



中小企業緊急雇用安定助成金制度 
　原材料費の高騰や景気の悪化などの理由で、事業
主が雇用する労働者を一時的に休業、教育訓練また
は出向をさせた場合に、それに係る費用の一部を助
成する制度。これまでの雇用調整助成金制度の支給
要件を緩和し、助成率の引き上げも行っている。 

主
な
緊
急
対
策
 

〈
生
活
・
雇
用
支
援
〉
 

　
事
業
主
の
都
合
で
２０
年

8
月
以
降
に
解
雇
さ
れ
た

者
（
解
雇
時
に
町
内
に
在
 

住
、
ま
た
は
在
勤
が
条
件
）
 

①
住
宅
の
提
供
　
8
戸
分
 

期
間
6
か
月（
最
長
1
年
） 

②
臨
時
雇
用
　
8
人
 

期
間
6
か
月（
最
長
1
年
） 

③
ヘ
ル
パ
ー
の
資
格
取
得

定
員
３０
人
 

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成

講
座
（
2
級
）
を
無
料
で

受
講
 

〈
経
営
支
援
〉
 

商
工
業
振
興
資
金
枠
の
拡
大
 

融
資
限
度
額
 

1
千
万
円
↓
2
千
万
円
 

利
子
補
給
 

半
年
分
↓
1
年
分
 

その後、次の対策 

が行われることに 

なりました。 
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般 

質
　
問 

吉

田

　

正

議

員

 

町
内
の
企
業
の
中

に
も
、
事
業
所
の

閉
鎖
、
一
部
従
業
員
の
雇
い

止
め
が
行
わ
れ
て
い
る
。
雇

い
止
め
は
会
社
の
倒
産
な
ど

重
大
な
危
機
が
な
い
限
り
行

え
な
い
。
 

　
労
働
契
約
法
に
よ
れ
ば
、

期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契

約
の
場
合
、
や
む
を
得
な
い

事
由
を
除
き
契
約
期
間
中
に

解
雇
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

　
雇
い
止
め
、
リ
ス
ト
ラ
を

や
め
る
よ
う
町
内
企
業
に
申

し
入
れ
て
も
ら
い
た
い
。
 

国
・
県

も
本
腰

を
入
れ
て
対
策
に
乗
り
出
し

て
い
る
。
今
月
か
ら
創
設
さ

れ
た
国
の
中
小
企
業
緊
急
雇

用
安
定
助
成
金
制
度
を
は
じ

め
、
緊
急
雇
用
対
策
に
係
る

情
報
を
収
集
し
、
動
向
を
見

て
判
断
し
た
い
。
 

動
向
を
見
て
い
た

ら
解
雇
さ
れ
て
し

ま
う
。
申
し
入
れ
る
か
ど
う

か
を
聞
い
て
い
る
。
 

単
に
企
業
に
願
う

の
で
は
な
く
、
町

と
し
て
何
が
で
き
る
か
を
考

え
、
早
急
な
対
応
、
抜
本
的

な
対
策
を
講
じ
た
い
。
 

障
が
い
者
は
全
町

民
の
数
か
ら
比
べ

れ
ば
少
数
。
少
数
ゆ
え
に
施

策
が
後
回
し
に
さ
れ
続
け
て

き
た
の
で
は
な
い
か
。
誰
も

が
障
が
い
者
に
な
る
可
能
性

は
あ
る
。
自
分
の
こ
と
と
し

て
考
え
て
も
ら
い
た
い
。
 

　
昼
間
は
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー

ビ
ス
を
活
用
で
き
る
が
、
夜

間
・
深
夜
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス

は
な
い
。
家
族
は
少
し
も
休

ま
ら
な
い
。
 

　
近
隣
自
治
体
と
も
相
談
し
、

夜
間
・
深
夜
の
在
宅
サ
ー
ビ

ス
を
作
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

現
在
の

と
こ
ろ

大
口
町
に
は
深
夜
の
在
宅
サ

ー
ビ
ス
を
行
う
事
業
所
は
な

い
。
採
算
性
の
問
題
と
考
え

る
。
 

　
近
隣
自
治
体
と
広
域
的
に

と
い
う
提
案
は
検
討
課
題
の

一
つ
と
し
た
い
。
 

　
個
別
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
相
談
に
応
じ
る
。
 

吉田　正議員 

吉
田 

町
長 

吉
田 

環
境
建
設
部
長 

吉
田 

健
康
福
祉
部
長 



酒
井 

環
境
建
設
部
長 酒井　治議員 

アダプト・プログラム 
　住民と行政がともに協力して進める
「まちの美化制度」をいう。 
　アダプト（ADOPT）は英語で「養
子にする」という意味。公共施設を養
子に例え、地区の住民や団体が里親と
なって道路、公園、河川敷等の清掃活
動を行う。行政はその活動を支援する。 

五条川クリーンアップ作戦で、ごみ袋を片手に、
空き缶・ビン・可燃ごみを拾う皆さん 

酒
井 パブリックコメント 

町の計画等を策定すると
きに素案に対する意見を
公募し、その意見を考慮
しながら最終決定する仕
組み。 
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般 
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問 

酒

井

　

治

議

員

 

大
口
町
は
田
園
が

広
が
る
自
然
豊
か

な
美
し
い
ま
ち
。
し
か
し
、

残
念
な
こ
と
に
空
き
缶
、
弁

当
類
の
容
器
が
散
乱
し
て
い

る
光
景
を
目
に
す
る
こ
と
も

あ
る
。
 

①
　
全
町
的
、
日
常
的
に
行

わ
れ
る
清
掃
活
動
を
展
開
す

る
考
え
は
な
い
か
。
 

②
　
五
条
川
の
堤
防
は
雑
草

が
茂
っ
て
い
る
。
県
管
理
の

河
川
で
は
あ
る
が
、
ア
ダ
プ

ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
里
親
制

度
）
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。
 

①
　
ア

ダ
プ
ト

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
公
共
施
設

や
道
路
の
清
掃
活
動
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
近
年
で

は
地
域
に
お
け
る
活
動
も
始

ま
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
地

域
・
団
体
と
協
働
で
、
ご
み

の
散
乱
防
止
に
努
め
て
い
き

た
い
。
 

②
　
愛
知
県
で
は
１７
年
度
か

ら
、
地
域
住
民
や
団
体
へ
草

刈
り
作
業
の
委
託
を
試
行
的

に
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

河
川
の
清
掃
活
動
を
実
施
し

た
団
体
に
は
報
奨
金
を
支
払

う
河
川
愛
護
活
動
報
奨
制
度

も
実
施
し
て
い
る
。
 

　
町
と
し
て
は
、
こ
の
制
度

を
積
極
的
に
P
R
し
て
、
継

続
性
の
あ
る
活
動
が
広
が
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
 

　
ま
た
、
水
路
敷
や
調
整
池

の
草
刈
り
は
、
農
業
生
産
者
、

老
人
ク
ラ
ブ
、
各
種
ま
ち
づ

く
り
活
動
実
施
団
体
な
ど
に

委
託
し
て
い
く
よ
う
計
画
し

て
い
る
。
 

現
在
策
定
中
の
町

民
参
加
条
例
。
今

後
ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
進
め
て
い
く
の
か
。
 

町
民
参

加
条
例

策
定
会
議
の
今
後
の
議
論
に

も
よ
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
を
と
ら
え
て
、
住
民
か
ら

意
見
を
聞
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
 

　
現
在
は
ま
ち
づ
く
り
団
体

と
の
懇
談
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
。
 

　
今
後
の
予
定
と
し
て
、
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、
地
区

懇
談
会
を
含
め
た
こ
れ
ま
で

の
意
見
・
提
案
を
整
理
し
た

上
で
、
条
例
案
を
作
成
し
て

い
く
。
こ
の
案
に
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
手
続
き
を
踏

ん
で
い
き
た
い
。
 

政
策
調
整
参
事 



倉
知 

倉
知 

環
境
建
設
部
長 

倉
知 

環
境
建
設
部
長 

環
境
建
設
部
長 

信用できるのは目で見える「顔」＝健康
文化センター駐車場で開かれる朝市 

雑草まで元気いっぱい?
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倉知敏美議員 
食
糧
・
環
境
・
農

業
問
題
に
焦
点
を

当
て
た
全
町
農
業
公
園
構
想

は
、
食
へ
の
関
心
度
が
驚
異

的
に
高
ま
っ
て
い
る
今
、
多

く
の
住
民
の
支
持
と
期
待
を

得
る
施
策
で
あ
る
。
 

　
し
か
し
、
5
年
以
上
経
過

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

あ
ま
り
浸
透
し
て
い
な
い
。

こ
の
状
況
を
ど
う
認
識
し
て

い
る
か
。
 

「
農
業

は
労
働

に
見
合
っ
た
対
価
が
得
ら
れ

な
い
」
「
農
業
を
生
活
の
糧

と
す
る
人
が
少
な
い
」
と
い

う
状
況
下
で
は
、
農
業
公
園

構
想
は
浸
透
し
に
く
か
っ
た
。
 　

し
か
し
、
1
0
0
年
に
1

度
と
言
わ
れ
る
不
況
の
中
、

農
業
公
園
構
想
で
い
う
「
未

来
型
産
業
と
位
置
付
け
た
農

業
」
を
、
こ
れ
ま
で
蓄
え
た

知
識
と
と
も
に
周
知
す
る
こ

と
で
、
多
く
の
方
に
理
解
し

て
い
た
だ
け
る
と
考
え
る
。
 

こ
の
構
想
実
現
の

た
め
に
具
体
的
に

系
統
立
て
て
広
報
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
「
自
家
野
菜

の
生
産
を
１０
％
上
げ
る
た
め

遊
休
農
地
を
1
割
減
ら
す
。

そ
の
た
め
に
こ
う
い
う
方
策

を
と
っ
て
い
く
」
と
い
っ
た

具
体
的
な
道
し
る
べ
と
な
る

も
の
が
必
要
と
考
え
る
。
い

か
が
か
。
 

目
標
に

近
づ
く

た
め
に
は
そ
の
時
期
・
状
況

に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
キ
ー

ワ
ー
ド
が
必
要
。
「
農
へ
の

興
味
・
食
へ
の
関
心
」
「
農

業
生
産
性
の
向
上
・
高
収
益

作
物
の
栽
培
」
な
ど
の
キ
ー

ワ
ー
ド
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
 

大
口
町
の
高
い
農

業
技
術
を
伝
え
て

い
く
責
任
が
あ
る
。
生
産
者

と
消
費
者
が
直
接
手
を
結
び
、

付
加
価
値
、
販
路
拡
大
、
安

定
供
給
な
ど
の
検
討
と
対
策

を
重
ね
、
農

や
食
に
関
心

の
あ
る
人
々

と
の
協
働
で

知
恵
を
集
結

す
る
制
度
の

構
築
が
、
こ

の
構
想
の
実

現
に
近
づ
く
。
 　

問
題
は
誰
が
先
導
す
る
か

だ
。
私
は
行
政
だ
と
思
う
が

ど
う
か
。
 

ス
ー
パ

ー
が
自

社
農
場
を
持
ち
、
生
産
か
ら

販
売
ま
で
一
体
と
し
た
取
り

組
み
を
始
め
る
な
ど
、
農
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く

変
わ
り
始
め
て
い
る
。
 

　
今
後
は
ま
す
ま
す
、
大
手

資
本
が
農
業
に
参
入
し
て
く

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
 

　
こ
う
し
た
環
境
の
変
化
に

個
々
の
農
家
が
対
応
す
る
に

は
難
し
い
面
が
あ
る
。
行
政

が
果
た
す
役
割
は
、
非
常
に

大
き
い
と
考
え
て
い
る
。
 

 



田
中 

総
務
部
長 
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県
道
斎
藤
羽
黒
線

（
上
小
口
交
差
点

か
ら
余
野
区
画
整
理
区
域
）

の
南
側
に
は
歩
道
が
な
い
。
 

　
9
月
議
会
で
の
答
弁
は
、

中
小
口
の
区
画
整
理
に
合
わ

せ
て
工
事
を
進
め
て
い
く
と

い
う
内
容
だ
っ
た
。
 

　
中
小
口
の
区
画
整
理
が
進

展
し
な
い
こ
と
に
は
拡
幅
工

事
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

か
。
区
画
整
理
と
は
関
係
な

く
、
先
行
し
て
工
事
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。
 単

独
買

収
で
は

非
常
に
困
難
と
思
わ
れ
る
の

で
、
区
画
整
理
事
業
に
入
れ

て
整
備
し
た
い
。
 

　
中
小
口
の
区
画
整
理
は
、

拡
幅
部
分
の
用
地
費
な
ど
を

県
に
負
担
し
て
も
ら
う
計
画
。

斎
藤
羽
黒
線
の
整
備
が
予
算

化
さ
れ
な
い
と
、
組
合
設
立

の
め
ど
が
立
た
な
い
。
そ
の

た
め
、
現
時
点
で
は
そ
の
時

期
を
明
言
で
き
な
い
。
 

　
現
在
県
は
、
愛
岐
南
北
線
、

江
南
大
口
線
、
小
口
名
古
屋

線
を
優
先
的
に
進
め
て
い
る
。

こ
の
3
路
線
の
整
備
状
況
に

よ
っ
て
、
斎
藤
羽
黒
線
の
整

備
の
時
期
も
早
ま
る
。
 

　
事
業
採
択
は
、
引
き
続
き

強
力
に
働
き
か
け
て
い
く
。
 

そ
の
3
路
線
は
ど

の
程
度
進
展
し
て

い
る
の
か
。
 

小
口
名

古
屋
線

は
2
件
の
物
件
補
償
交
渉
が

終
わ
っ
た
。
 

　
江
南
大
口
線
も
補
償
調
査

が
終
わ
り
、
年
内
に
は
交
渉

に
進
め
そ
う
で
あ
る
。
 

　
愛
岐
南
北
線
は
良
い
局
面

に
な
り
つ
つ
あ
る
。
 

農
業
公
園
構
想
は

町
の
施
策
5
本
柱

の
一
つ
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
農
業
部
門
を
建
設
部

門
と
統
合
し
て
し
ま
う
の
は
、

農
業
振
興
と
い
う
点
で
不
十

分
。
 

　
口
先
だ
け
で
農
業
振
興
、

自
給
率
向
上
を
掲
げ
て
も
、

行
政
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

体
制
を
整
え
な
い
と
農
業
後

継
者
は
で
き
な
い
。
 

現
状
の
問
題

点
を
抽
出
し
、

3
つ
の
改
革
方
針
を
背
景
に
、

5
〜
6
の
ポ
イ
ン
ト
で
組
織

機
構
の
改
革
に
取
り
組
ん
だ
。
 

　
農
地
転
用
の
関
係
で
お
越

し
に
な
る
方
は
、
土
木
、
建

築
に
相
談
さ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
同
じ
部
に
配
置
し
た
方

が
便
利
と
考
え
た
。
 

　
商
工
業
の
振
興
は
、
地
域

の
振
興
と
い
う
視
点
で
と
ら

え
、
地
域
振
興
課
の
所
管
と

す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で

問
題
は
な
い
と
思
っ
て
提
案

し
て
い
る
。
 

田中一成議員 県道斎藤羽黒線の通行状況＝上小口地区から
余野地区を望む 

田
中 

田
中 

環
境
建
設
部
長 
環
境
建
設
部
長 



岡　孝夫議員 

岡 

岡 

政
策
調
整
参
事 

行政評価 
行政の行っている仕事を一定の基準・視点で客
観的に評価し、その結果をもとに今後の方向性
を見極め、改善に結びつける方法。 
意思決定の過程を透明化するとともに、内外で
情報を共有する側面もある。 
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こ
の
1
年
間
の
報
告
等

か
ら
、
行
政
評
価
の
仕

組
み
が
で
き
つ
つ
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
 

①
　
評
価
シ
ー
ト
の
公
表
は

い
つ
ご
ろ
か
。
 

②
　
評
価
シ
ー
ト
上
で
ス
ト

ラ
ッ
ク
の
思
考
・
手
法
が
読

み
取
れ
る
部
分
は
ど
こ
か
。
 

③
　
現
状
と
今
後
の
進
め
方

は
。
 

①
　
公

表
時
期

は
２３
年
度
に
な
る
予
定
。
 

②
　
ス
ト
ラ
ッ
ク
は
物
事
を

抽
象
的
で
は
な
く
、
要
因
に

分
解
し
て
考
え
て
い
く
方
法
。

評
価
シ
ー
ト
も
で
き
る
限
り

数
値
化
し
て
目
標
を
設
定
す

る
。
評
価
す
る
と
き
も
同
じ
。
 　

ス
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
学
ん
だ

こ
と
は
分
解
し
て
考
え
る
こ

と
。
こ
れ
は
改
善
の
対
象
を

増
や
す
こ
と
に
も
通
じ
る
。
 

③
　
現
在
、
第
6
次
総
合
計

画
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、

実
施
結
果
を
適
切
に
評
価
す

る
方
法
や
ル
ー
ル
を
作
っ
て

い
る
。
今
年
度
中
に
は
そ
の

作
業
が
終
わ
る
。
 

　
こ
の
た
め
、
２１
年
度
に
翌

年
度
の
計
画
立
案
、
２２
年
度

に
実
施
、
２３
年
度
に
評
価
す

る
こ
と
に
な
る
。
 

①
　
職
員
提
案
制
度
で

の
過
去
2
年
間
の
提
案

実
績
は
。
 

②
　
提
案
制
度
よ
り
改
善
活

動
の
方
が
実
効
性
は
高
く
、

さ
ら
に
、
職
員
満
足
度
や
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
る
な
ど
優
れ
た
制
度
と

い
え
る
。
改
善
制
度
に
変
更

し
て
い
く
べ
き
で
は
。
 

①
　
平
成
１１

年
度
に
2
件

の
提
案
を
受
け
た
が
、
そ
れ

以
降
は
実
施
し
て
い
な
い
。

2
件
の
提
案
は
い
ず
れ
も
形

と
な
っ
て
表
れ
て
お
り
、
素

晴
ら
し
い
提
案
だ
っ
た
。
 

　
職
員
が
日
ご
ろ
か
ら
抱
え

て
い
る
問
題
意
識
や
創
意
工

夫
は
、
行
政
経
営
計
画
を
立

案
す
る
中
で
発
揮
し
て
も
ら

う
仕
組
み
作
り
を
進
め
て
い

る
。
 

②
　
第
6
次
総
合
計
画
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
意
識
改

革
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
、
そ
う
い
う
こ
と
も
検

討
し
て
い
き
た
い
。
 

 

総
務
部
長 

“階段事故の8割以上は下りる時に発生します” 
町内のある企業では、黄色の矢印と
このような張り紙によって、手すり
がある側を下りる方と決め、安全確
保を図っています。 



値上げする以前の延長保育料に満足してい
ると答えた人は６０％に上る。保護者の声を無
視して子育て支援になるか。 

　　　（吉田　正議員） 

延長保育料を値上げして、子育て支援になるか 

15
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1年前の一般質問 1年前の一般質問 
議会だよりでは、定例会での一般質問の要旨を掲載していますが、
その後どのように町政に反映されたかも追跡調査しています。 
今回は、平成１９年１２月定例会からピックアップしました。 

健康福祉部長答弁 

総務部長答弁 

どうなった 

どうなった 

知多市防災行政無線（同報系）システムのリーフレットより転載しています 

延長保育料の値上げは、保育全般を総合的
に見直す中で、適正な受益者負担をお願いする
ために行ったこと。改正する前には保護者との
懇談会、アンケート調査も行った。 
保育園は子育て支援の場所として、施設の

充実を図っていく。 

適正な受益者負担 
全国瞬時警報システム 
（J-アラート）の導入は 

気象庁の緊急地震速報を活用するにはJ‐ア
ラートを導入する必要がある。 
いつごろ予定しているか。 

（酒井　治議員） 

通常保育料の改正にあわせて延長保育料の
見直しも行った。２１年度からの改正点は、①
延長時間に３０分枠を設けて、利用料を半額に
する②随時利用者の1回当たりの上限額を５００
円にする③土曜日は4時３０分までを保育時間と
し、それ以降を延長保育の対象とする④低所得
者層、母子世帯等は延長保育料を免除または
減額する――などです。 

２１年度から改正 

予算の関係もあるので明言できないが、内容
を精査して進めていきたい。 

内容を精査して 

１２月に業者と契約し、現在は製作に取り掛か
っている。4月から運用を開始する予定。 

4月から運用開始 

一般質問で繰り返し見直しを求めたことが実現
することになった。１００％とは言えないまでも、
町の取り組みを評価したい。 

質問者の満足度 にっこり 
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政務調査報告 政務調査報告 

誠真クラブ 
１０月9・１０日 

　
長
野
県
東
御

市
は
、
市
内
の

保
育
園
に
通
う

園
児
を
対
象
に
、

総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
で
病
児
・

病
後
児
保
育
室
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
定
員
は
4
人
。
病

児
・
病
後
児
保
育
に
は
看
護

師
と
保
育
士
が
あ
た
り
ま
す
。

保
育
時
間
内
で
あ
れ
ば
特
別

な
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
 

　
登
園
後
に
発
病
し
、
保
護

者
の
迎
え
が
困
難
な
時
に
は
、

子
育
て
支
援
係
の
職
員
が
園

児
を
病
院
に
連
れ
て
い
き
ま

す
。
医
師
の
判
断
に
よ
っ
て

保
護
者
に
迎
え
を
要
請
す
る

か
、
あ
る
い
は
病
児
保
育
と

し
て
降
園
時
間
ま
で
看
病
し

ま
す
。
 

　
１９
年
度
の
利
用
実
績
は
延

べ
７５
人
、
看
護
師
等
の
人
件

費
に
約
1
0
0
万
円
。
 

　
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て

は
、
病
院
へ
搬
送
す
る
際
に

事
故
が
起
き
た
場
合
の
責
任
、

タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
場
合

の
費
用
負
担
な
ど
が
あ
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
 

　
昭
和
６３
年
か
ら
市
内
小
中

学
校
の
給
食
に
地
産
地
消
を

導
入
し
た
長
野
県
小
諸
市
の

取
り
組
み
は
、
現
在
２０
年
目

を
迎
え
て
い
ま
す
。
 

　
地
場
野
菜
の
納
品
品
目
は

４０
種
類
。
そ
の
中
で
も
、
白

菜
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ニ
ン
ジ

ン
は
５０
％
ほ
ど
が
安
定
的
に

供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
給
食

日
数
に
占
め
る
地
場
野
菜
の

使
用
も
８０
％
と
、
ほ
ぼ
毎
日

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
学
校
で
は
、
種
ま
き
や
収

穫
な
ど
の
農
業
体
験
や
、
給

食
時
間
に
生
産
者
を
紹
介
し

た
り
、
生
産
者
を
給
食
に
招

待
す
る
な
ど
、
農
業
と
生
産

者
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
 

　
生
産
者
は
七
、
八
十
代
が

中
心
で
あ
る
た
め
、
後
継
者

の
育
成
が
課
題
で
あ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
 

と
う
 
み
 

20年目を迎えた 
地産地消の取り組み 

東御市の病児・病後児保育室 

１０
月
8
・
9
日
 

大
政
ク
ラ
ブ
 

注文に応じて 
生産・加工・販売 

　
千
葉
県
香
取
市
の
農
事
組

合
法
人
和
郷
園
は
、
ス
タ
ッ

フ
６０
人
、
パ
ー
ト
3
0
0
人
、

年
商
３４
億
円
と
い
う
全
国
で

も
屈
指
の
農
事
組
合
法
人
で

す
。
 

　
基
本
的
な
仕
組
み
は
、
本

部
セ
ン
タ
ー
が
ス
ー
パ
ー
な

ど
か
ら
受
注
し
た
野
菜
の
生

産
を
、
和
郷
園
の
農
場
な
ど

で
作
付
け
を
行
い
ま
す
。
取

引
先
の
要
望
に
応
じ
た
野
菜

の
カ
ッ
ト
や
パ
ッ
ク
詰
め
、

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

冷
凍
加
工
な
ど
も
行
い
ま
す
。
 

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

通
信
販
売
、
地
産
地
消
を
推

進
す
る
直
売
所
、
レ
ス
ト
ラ

ン
、
そ
し
て
平
成
１８
年
に
は

都
内
に
ス
ー
パ
ー
ま
で
オ
ー

プ
ン
さ
せ
て
い
ま
す
。
 

　
生
産
者
の
枠
に
と
ら

わ
れ
ず
、
さ
ら
に
一
歩

踏
み
出
し
た
事
業
展
開

は
、
次
世
代
の
農
業
の

姿
な
の
か
も
し
れ
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。
 

　
千
葉
県
酒
々
井
町
に
あ
る

酒
々
井
リ
サ
イ
ク
ル
文
化
セ

ン
タ
ー
は
、
敷
地
面
積
１２
万

平
方
メ
ー
ト
ル
の
中
に
焼
却

処
理
施
設
、
粗
大
ご
み
処
理

施
設
、
最
終
処
分
場
な
ど
が

あ
る
一
般
廃
棄
物
総
合
処
理

施
設
で
す
。
 

　
焼
却
処
理
施
設
で
は
、
可

燃
ご
み
の
焼
却
余
熱
を
利
用

し
た
発
電
や
、
隣
接
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ザ
へ
の

給
湯
、
周
辺
の
温
室
へ
蒸
気

の
供
給
も
行
っ
て
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
の
削
減
に
努
め

て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
粗
大
ご
み
処
理
施

設
で
は
、
ご
み
を
減
容
化
し

つ
つ
、
資
源
と
な
る
も
の
を

選
別
・
回
収
し
て
、
最
終
処

分
量
の
低
減
を
し
て
い
ま
す
。
 

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
濃
度
は
基

準
値
の
1
0
0
分
の
1
程
度

と
い
う
数
値
を
出
し
て
い
ま

す
が
、
周
辺
対
策
と
し
て
一

定
の
補
助
も
し
て
い
ま
し
た
。
 

し
 
す
 
い
 

余
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
 

有
効
利
用
に
取
り
組
む
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委員会調査報告 委員会調査報告 

総務文教 
１２月１０日、大口中学校で学校給
食の試食会が行われ、町長はじめ
教育部の職員と総務文教常任委員
が給食をごちそうになりました。 

試食時のメニューは８３８キロ

カロリー、1食２４０円。 

注：物価高騰により1月から
２０円アップされています。 

　
こ
の
日
の
メ
ニ
ュ

ー
は
ご
飯
、
牛
乳
、

マ
ー
ボ
ー
豆
腐
、
春

巻
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

中
華
。
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
と
キ
ャ
ベ
ツ
は
大

口
町
産
で
す
。
 

　
今
の
大
中
の
給
食
は
そ
れ

ぞ
れ
の
教
室
で
は
な
く
、
独

立
し
た
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
に
移

動
し
て
食
べ
ま
す
。
た
だ
、

生
徒
全
員
が
一
斉
に
と
は
い

か
ず
、
前
番
・
後
番
の
2
交

代
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
暖
か
い
日
差
し
が
差
し
込

む
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
は
明
る
く

開
放
的
な
雰
囲
気
。
生
徒
た

ち
の
屈
託
の
な
い
笑
顔
に
囲

ま
れ
な
が
ら
の
給
食
は
ボ
リ

ュ
ー
ム
感
も
あ
り
、
さ
ら
に

懐
か
し
さ
も
相
ま
っ
て
大
変

お
い
し
く
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
（
岡
　
孝
夫
）
 

健康福祉 健
康
福
祉
常
任
委
員
会
は

１２
月
１１
日
、
南
保
育
園
と

南
児
童
セ
ン
タ
ー
の
状
況

を
調
査
し
ま
し
た
。
 

　
南
保
育
園
で
は
ク
リ
ス
マ

ス
会
で
披
露
す
る
お
遊
戯
の

稽
古
を
し
て
い
ま
し
た
。
ハ

ン
ド
ベ
ル
か
ら
美
し
い
曲
が

流
れ
、
思
わ
ず
拍
手
を
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
 

　
2
歳
児
の
子
ど
も
た
ち
は
、

先
生
に
習
っ
て
お
正
月
の
干

支
飾
り
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
当
日
は
園
庭
開
放
が
行
わ

れ
て
い
て
、
遊
戯
室
か
ら
、

ち
び
っ
子
た
ち
の
歓
声
が
聞

こ
え
て
い
ま
し
た
。
 

　
南
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
ま
み
ー

ぽ
け
っ
と
」
が
行
事
を
開
い

て
い
ま
し
た
。
昼
食
も
用
意

し
な
が
ら
、
大
勢
の
子
ど
も

と
、
親
同
士
が
互
い
に
交
流

を
深
め
て
い
ま
し
た
。
 

　
お
母
さ
ん
た
ち
と
話
を
す

る
中
で
、
交
流
の
場
を
さ
ら

に
増
や
す
た
め
に
も
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
整

備
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
感

じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

（
吉
田
　
正
）
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と
 

け
い
 
こ
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議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
 

〒
４８０

-０１４４
 愛

知
県
丹
羽
郡
大
口
町
下
小
口
七
丁
目
１５５

番
地
 

　
　
　
　
　
　
T
EL（

0587）95
-1111　

 FA
X
 95

-1454
議
会
だ
よ
り
 

�
� 月
定
例
会
 N
o.1
7
5

平
成
2
1
年
2
月
1
日
 

まちの 
元気者 
まちの 
元気者 

♪　日々の生活は？ 
朝は4時半起床、夜は9時ごろ就寝、毎日規則正しく

生活しています。 
今は干し柿を作ったり、庭の草取りをしています（目

が見えないので自宅の庭で迷子になることも・・・） 
 
♪　外出は？ 
ハートフルのデイサービスを週に2回利用しています。 
職員の方が車で送迎してくださり、靴下の編み出し糸

を利用して指編みでマット作りをしています。 
ほほえみ障がい者婦人サークルに月2回参加したり、

ヘルパーさんと巡回バスを利用して、大口町の温水プー
ルに行くなど健康維持に努めています。 
 
♪　趣味は？ 
手編み、お菓子作り 
現在は棒針編みでご主人のベストを製作中です。 

 
♪　皆さんへのメッセージを一言？ 
障がい者の方へ→くよくよせず、明るく過ごしましょう。 
健常者の方へ　→困った時は声を掛けますので、お力添

えをお願いします。 
大口町へ　　　→いつも公共のサービスを利用させてい

ただき感謝しています。ヘルパーさん
と同行の時は、巡回バスの利用料金を
1人分にしてほしいです。 

取材を終えて 
ハートフル大口デイサービスセン
ターに伺ってお話を聞きました。 
とても気さくでお話上手、とても
障がいがあるとは思えません。明る
く元気なお姿に、私も元気をもらい
ました。　　　　　　　（土田　進） 

みずの　やすえさん　６４歳 
河北で４３年在住 
結婚5年目で脳腫瘍により失明 
現在はご主人と2人暮らし 

　あなたの周りに、元気に活躍してい
る人はいませんか。特にジャンルは問
いません。人知れず「まちの元気」に
一役買っている人、大歓迎です。ぜひ
ご紹介ください。 
　ご連絡は議会事務局まで。 

まちの元気者集まれ!!

次回定例会 

手続き簡単 
役場3階で住所と名前を書くだけ 

議
員
は
お
祭
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へ
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寄
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町

議
員
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内
会
の
催
し
物
へ
差
し
入
れ
す
る
こ

内
会
の
催
し
物
へ
差
し
入
れ
す
る
こ

と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
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ま
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。 
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者
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ん
。 

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す

ご
理
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を
お
願
い
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 議
員
は
お
祭
り
へ
の
寄
付
や
町

内
会
の
催
し
物
へ
差
し
入
れ
す
る
こ

と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。 

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す 

 

町
は
年
末
に
緊
急
雇
用
・

経
営
対
策
を
発
表
し
、
1
月

7
日
の
臨
時
議
会
で
可
決

し
た
。 

住
宅
の
確
保
、
町
臨
時
職

員
の
採
用
、
融
資
に
対
す
る

利
子
・
保
証
料
の
助
成
な
ど

が
行
わ
れ
る
。 

町
が
他
市
町
よ
り
、
い
ち

早
く
対
策
を
始
め
た
こ
と
は

評
価
で
き
る
。 

1
0
0
年
に
1
度
の
不

況
と
言
わ
れ
る
中
、
行
政
の

役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
で
あ

る
。
こ
の
重
責
を
担
う
副
町

長
の
後
任
が
決
ま
ら
な
か
っ

た
こ
と
は
残
念
だ
。 

（
吉
田
　
正
） 

議

長

 
 

委
員
長 

副
委
員
長 

委

員

 

　
田
正
輝 
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孝
夫
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柘
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宮
田
和
美 

木
野
春
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